
 

 

 令和 2 年度押原中学校第 2 学年通信 

                                    ２学年主任  芦澤 良美 

  心の 『わ』を創った 若麦祭！ 

新型コロナウイルス感染症の影響で開催さえ危ぶまれた今年の若麦祭。短くせざるを得なかった取組

期間、ソーシャルディスタンスを意識した競技内容など、さまざまな制約がありましたが、３年生を中心

に、「わ」のテーマのもと、今年しかできないすばらしい若麦祭を創り上げることができました。２年生

は、「学校の柱」として、３年生を支え、１年生をリードし、「今年だからこそできる若麦祭」にしようと

意欲的に取り組むことができたように思います。 

１週間しかない取組期間を有効に使うために計画を立てたり、初めての競技をどのように攻略してい

くのか作戦会議を開いたりと、クラスで話し合い、協力し合い、日々進歩していく姿に頼もしさを感じま

した。取組初日の段階では、１０回も跳べなかった長縄跳びも日を追うごとに跳べるようになり、当日は

１００回以上跳ぶことができたり、リズムにのれなかったソーラン節も見違えるほど生き生きと踊れる

ようになったりしている姿をみて、改めて「中学生の力ってすごいなあ。気持ち次第で短時間でこんなに

も変わるものなのだなあ。」と感心しました。 

 今年度は「縦のつながり」も深めたいという生徒会の方針のもと、６色 

の色組に分かれ、１，３年生とともにする種目が３種目（綱引き、玉入れ、 

ビックウェーブ）あり、練習から３年生がよくリードしてくれました。そ 

の姿をみて、自分たちもあのように後輩の気持ちを高められるようになり 

たいと決意した生徒も多かったようです。また、６組は色組に先輩がいな 

い中（３年生は５クラスなので）、不安もあったようですが、クラスで協力            

して１年生をよくリードしていました。 

若麦祭を終えての感想には、 

・去年とは違う楽しさがあってとてもよかった。今年しかできない若麦祭になった。 

・応援すごかったです。テーマである「わ」がつくれました。 

 ・クラスの人と仲良くなれた。心のきずなが深まった。 

 ・すべての競技に全力で取り組んだ。全力で取り組んで、クラスや学年や全校の団結力が高まった。 

            などと書かれており、充実感や達成感のある若麦祭になりました。 

  今後は、この若麦祭で得た力を毎日の生活に生かしながら、３年生に向 

            かう準備を進めていきます。 

 若麦祭当日は多くの保護者の皆様にご参観いただき、誠にありがとうご  

ざいました。ここから３年生にかけて大きく成長する時期となります。今後

も生徒の力を伸ばせるように努力していきます。 

どうぞよろしくお願い致します。 

若麦祭号 



 

 

        ☆クラスのシンボル 学級旗☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２年１組 学級旗               ２年４組 学級旗 

  この旗のもと、熱く走り抜けました！       とびっきりの笑顔にあふれています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年２組 学級旗               ２年５組 学級旗 

これからもすてきな物語を紡いでいこう！      佐藤先生の赤ちゃん誕生にぴったり！               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ２年３組 学級旗                ２年６組  学級旗       

  個性が重なり合って、いい味出ています！      手形に一人一人の思いがこもっています！ 


